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背景 外国人観光客の増加

2,869万人



背景 在留外国人の増加

時事ドットコム（2018/09/19
記事）

263万人



背景 地域コミュニティの現状
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背景 地域コミュニティの在り方
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背景 多文化コミュニティの課題
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目的

互いの文化的背景や考え方を理解し、地域社会を支える
主体として共に生きる、「多文化共生社会」の実現が必要

岩手県多文化共生推進プラン(2015)

多様な主体を巻き込んだ活動を通じた
多文化社会において生じる課題の共有・把握

多文化コミュニティ形成に向けた
社会課題の解決方策の検討

目的



これまでの取り組み

日時 内容 場所

6月10日 第1回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

7月8日 岩手大学出張M IU cafe アイーナ

9月23日 第2回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

11月17日 多文化マップづくりW S 彩園子

日本人学生・留学生・社会人を対象としたイベントを計4回実施



これまでの取り組み①

日時 内容 場所

6月10日 第1回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

7月8日 岩手大学出張M IU cafe アイーナ

9月23日 第2回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

11月17日 多文化マップづくりW S 彩園子

市内観光による
いい所・課題点探し

↓
属性による相違点

の共有・把握



第1回 多文化もりおか町歩き

・フェザンの見学（おでんせ館他）

・でんでんむしを使った市内探検



第2回 多文化もりおか町歩き

盛岡町ふるさとガイドさんアテンドによる町歩き
・啄木・賢治青春の道（盛岡城跡、中津川ほか）

・先人と町家の道（盛岡八幡宮、鉈屋町ほか）



これまでの取り組み②

日時 内容 場所

6月10日 第1回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

7月8日 岩手大学出張M IU cafe アイーナ

9月23日 第2回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

11月17日 多文化マップづくりW S 彩園子

日常生活を通じて感じた
疑問点や課題点の

情報共有



岩手大学出張MIUcafe
町歩きの結果を元に、

盛岡におけるいい所、疑問点、課題点出
しのWS



これまでの取り組み③

日時 内容 場所

6月10日 第1回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

7月8日 岩手大学出張M IU cafe アイーナ

9月23日 第2回　多文化もりおか町歩き 盛岡市内

11月17日 多文化マップづくりW S 彩園子

テーマ（生活・観光）別
・おススメスポット
・知りたいこと
・困ったこと

の情報整理



多文化マップづくりWS

「美容・医療」「冬支度」「外食」の3テー
マについてのマップ作製



「みんなにやさしい盛岡マップ」の作成

①盛岡での暮らし編
内容：
‣冬の暮らし情報
‣美容・医療

②食べ歩き編
内容：
‣盛岡食やエスニックなど
4テーマの食スポットを
紹介



これまでの取り組み～まとめ～

•多文化は、国籍によるものだけではない

•外国人の方が情報弱者というわけでもない

•観光と日常生活における課題点には共通項がある



今後の展望
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関係主体と連携による多文化コミュニティ構築




